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６
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
78
号
「
新
た
に
生
じ
た

土
地
の
確
認
及
び
町
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て
」

　
公
有
水
面
埋
立
工
事
に
よ

り
、
平
成
24
年
３
月
30
日
付

で
竣
功
認
可
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
区
域
を
新
た
に
生
じ
た

土
地
と
し
て
確
認
し
、
隣
接

す
る
幸
崎
能
地
二
丁
目
区
域

に
編
入
す
る
。

問  

埋
立
許
可
を
県
か
ら
得

て
工
事
を
す
る
が
、
市
に
お

い
て
の
行
政
指
導
等
は
。

答  

県
知
事
が
埋
立
許
可
、

竣
功
認
可
を
行
う
の
で
、
基

本
的
に
市
の
裁
量
外
で
あ
り
、

手
続
き
的
な
こ
と
に
つ
い
て

の
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
第
80
号
「（
仮
称
）
三
原

市
立
大
和
小
学
校
改
修
工
事

（
建
築
主
体
工
事
）
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
」

　
旧
県
立
大
和
高
等
学
校
の

校
舎
棟
及
び
体
育
館
を
、
大

和
地
域
の
統
合
小
学
校
と
す

る
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

そ
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

問  
入
札
が
１
者
で
は
、
競

争
性
が
な
く
な
る
と
考
え
ら

れ
、
基
本
的
に
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
。

答  

６
者
を
対
象
に
条
件
付

一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
３
者
か
ら
入
札
参
加

希
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内

２
者
が
辞
退
し
た
結
果
、
最

終
的
に
１
者
に
な
っ
た
も
の

で
、
開
札
時
ま
で
は
、
３
者

の
う
ち
、
ど
の
者
が
辞
退
し

た
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ

り
、
ま
た
一
般
競
争
入
札
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し

も
競
争
性
が
無
い
と
は
言
え

な
い
。

議
第
81
号
「
宗
郷
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

問  

最
低
価
格
入
札
者
の
失

格
理
由
は
。

答  

低
入
札
価
格
調
査
制
度

で
は
、
調
査
基
準
価
格
を
設

定
し
て
お
り
、こ
れ
を
下
回
っ

た
時
に
、
調
査
班
に
よ
る
調

査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
県

の
基
準
に
準
じ
た
失
格
基
準

価
格
を
定
め
て
お
り
、
こ
の

価
格
に
達
し
て
い
な
い
場
合

は
、
調
査
対
象
と
せ
ず
失
格

と
し
て
い
る
。
今
回
は
最
低

価
格
で
入
札
し
た
１
者
が
こ

の
価
格
を
下
回
っ
た
た
め
失

格
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
１
件
の
条
例
改

正
を
含
め
た
４
件
に
つ
い
て

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
可

決
し
た
。

６
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
82
号
「
三
原
市
行
政
財

産
の
使
用
料
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

議
第
83
号
「
三
原
市
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

　
両
案
と
も
、
学
校
適
正
配

置
に
伴
い
、
沼
北
地
域
、
久

井
・
八
幡
地
域
、
大
和
地
域

の
各
小
学
校
が
平
成
25
年
４

月
１
日
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
す
る
条
例
を
整

備
す
る
。

　
議
第
84
号
「
三
原
市
学
校
給

食
共
同
調
理
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」

　
糸
崎
９
丁
目
に
建
設
中
の

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
名

称
及
び
位
置
を
定
め
、
併
せ

て
既
設
の
共
同
調
理
場
の
名

称
等
を
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

問  

共
同
調
理
場
運
営
の
た

め
の
調
理
員
の
人
数
は
足
り

る
の
か
。

答  

特
に
午
前
中
の
人
数
が

不
足
す
る

と
見
込
ま

れ
る
た
め
、

パ
ー
ト
タ

イ
ム
等
で

の
雇
用
も

検
討
し
、

人
数
の
確

保
に
努
め

る
。

議
第
85
号
「
三
原
市
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

　
受
給
資
格
の
認
定
に
係
る

所
得
税
の
算
定
基
準
を
、
22

年
度
税
制
改
正
前
の
規
定
と

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。

　
議
第
90
号
「
三
原
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

　
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
の
積
立
計
画
を
変
更
し
、

24
年
度
以
後
の
税
率
を
引
き

下
げ
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
。

問  

な
ぜ
２・
６
％
程
度
の

減
額
な
の
か
、
さ
ら
な
る
減

額
が
可
能
で
は
な
い
か
。

答  

基
金
を
保
有
し
、
安
定

的
な
国
保
財
政
運
営
を
行
う

こ
と
は
保
険
者
の
責
務
と
考

え
る
。
医
療
費
や
そ
の
他
支

援
金
・
納
付
金
等
の
伸
び
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
回

の
引
き
上
げ
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
。

請
願
24
第
４
号
「
国
民
健
康

保
険
税
の
値
上
げ
中
止
を
求

め
る
請
願
」

　
三
原
市
の
一
般
会
計
か
ら

国
保
特
別
会
計
へ
市
独
自
の

繰
り
入
れ
を
行
い
、
今
年
度

の
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
中

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
第
82

号
〜
85
号
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
、
議
第
90
号
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
賛
成
少

数
に
よ
り
、
不
採
択
と
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

旧大和高等学校

三原市東部共同調理場
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行
政
視
察
報
告

防
災
行
政
に
つ
い
て

　
秋
田
県
横
手
市

〈
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
の
経
緯
〉

　
横
手
市
は
旧
横
手
市
な
ど

８
市
町
村
が
合
併
し
た
。
合

併
時
か
ら
防
災
無
線
の
未
整

備
地
区
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
議
論
が
あ
り
、
市
長
が

平
成
20
年
９
月
議
会
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
方
式
に
よ

る
緊
急
情
報
伝
達
方
式
の
採

用
と
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
を

検
討
す
る
と
の
答
弁
を
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
開
局
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
〉

　
昨
年
の
雪
害
・
東
日
本
大

震
災
時
に
は
、
市
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
「
よ
こ
て
災
害
エ

フ
エ
ム
」
の
放
送
を
行
う
。

今
年
４
月
か
ら
横
手
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
Ｆ
Ｍ
の
本
放
送
が
始

ま
っ
た
。

〈
配
布
対
象
者
〉

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、

障
害
者
の
い
る
世
帯
、
民
生

･
児
童
委
員
宅
、
消
防
団
幹

部
宅
、
屋
内
避
難
所
に
な
る

教
育
施
設
や
高
齢
・
障
害
者

施
設
等
へ
順
次
配
布
中
。

〈
ラ
ジ
オ
の
特
徴
〉

　
Ｆ
Ｍ
３
局
と
Ａ
Ｍ
３
局
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
放

送
を
受
信
す
る
と
、
選
局
ラ

ン
プ
が
点
滅
し
、
ラ
イ
ト
が

点
灯
し
て
放
送
が
流
れ
る
。

　
　

　

緊
急
放
送
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら

行
う
も
の
と
、
緊
急
割
込
み

放
送
と
し
て
、
市
の
危
機
管

理
室
か
ら
ス
タ
ジ
オ
を
通
さ

ず
直
接
放
送
で
き
る
。

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル

ヴ
ェ
に
つ
い
て

　
秋
田
県
秋
田
市

　
昨
年
４
月
か
ら
担
当
課
を

変
更
、
施
設
運
営
だ
け
で
な

く
、
秋
田
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
も
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
「
秋
田
駅
周
辺
魅
力

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
誕

生
し
た
。

　
事
業
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
、
駅
周
辺
の
事
業
者
や

民
間
団
体
、
関
係
機
関
が
集

ま
っ
て
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

考
え
る
会
議
「
秋
田
駅
周
辺

に
ぎ
わ
い
創
造
会
議
＆
研
究

会
」
を
毎
月
（
今
年
度
は
偶

数
月
）
開
催
。
そ
の
様
子
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継

し
、
市
民
も
会
議
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
。　
　

　
１
階
広
場
で
の
催
し
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
す

る
た
め
、
土
日
の
予
約
は
１

年
先
ま
で
埋
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
場
に
行
け
な
く
て
も
、

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
、
そ
の

様
子
を
動
画
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
利
用
増
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

委
員
会
協
議
会

　
平
成
24
年
５
月
17
日
に
新

し
く
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
建
設
都
市

委
員
会
所
管
の
重
点
事
務
事

業
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
建
設
部

問  

木
原
道
路
の
完
成
予
定

は
。

答  

24
年
度
で
用
地
取
得
を

完
了
し
、
30
年
代
前
半
の
供

用
開
始
を
め
ざ
し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
。

　　
都
市
部

問  

下
水
道
の
未
接
続
世
帯

へ
接
続
促
進
活
動
を
行
う
際
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
へ
の
接
続

促
進
の
あ
り
方
は
。

答  
下
水
道
接
続
時
に
宅
内

排
水
設
備
等
で
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
供
用
開
始

３
年
以
内
の
無
利
子
融
資
の

斡
旋
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
普
及
促
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
水
道
部

問  

水
道
水
を
供
給
す
る
配

水
管
の
漏
水
対
策
は
。

答  

漏
水
の
主
な
原
因
は
配

水
管
の
老
朽
化
で
あ
る
。
収

支
状
況
・
職
員
の
配
置
を
考

慮
し
な
が
ら
、
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
配
水
管
の
更
新
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

６
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
88
号
「
和
解
を
し
、
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」

　
本
郷
南
４
丁
目
、
東
本
通

土
地
区
画
整
理
地
内
の
仮
墓

地
に
お
い
て
発
生
し
た
墓
碑

類
被
害
に
関
す
る
損
害
賠
償

に
つ
い
て
。

問  

事
故
が
発
生
し
た
状
況

や
補
償
の
必
要
性
は
。

答  

市
が
設
置
し
た
仮
設
の

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
が
突
風
で

転
倒
し
た
こ
と
に
よ
り
、
墓

石
が
倒
壊
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ン
ス
の
構
造
上
の
問
題

が
事
故
の
原
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
補
償
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

可
決
し
た
。

生
活
経
済
委
員
会

建
設
都
市
委
員
会

東本通土地区画整理地視察の様子

防災ラジオ

秋田拠点センターアルヴェ視察の様子
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